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英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：記述式の英作文問題。出題の意図は、短い口語的な日本文の内容を的確に英文に置き替え

る力（表現力）の測定にある。 

 

Ｂ：記述式かつ空所補充形式の英作文問題。出題の意図は、基本的語彙・文法・構文を活用する

力の測定にある。 

  



国語 

 

大問Ⅰの本文は菅啓次郎『本と貝殻 書評／読書論』。現代語に関する基礎的知識、また近現

代文学史の知識を問いながら、一定の分量の現代文の読解力を測った。 

 

大問Ⅱの本文は『お伽ぼう子』。基礎的な古典語知識、また古典文学史の知識を問いながら、一

定の分量の古典語文の読解力を測った。  



日本史 

 

Ⅰ 

古代に関する文章問題で、木簡の社会的な役割についての問題である。特に従来から重要視

されてきた史料である歴史書や古文書とは別に、戦後多数発掘される中で注目され、今日、古

代の歴史を理解するために欠かせない史料である木簡について、どのような場所で発掘され

ているか、紙の文書とは異なった機能を持っているか、さらにそれまでの通説について再評価

を促した木簡の重要性についての理解を問う問題である。 

 

Ⅱ 

中世の文章問題で、２つの文章を示し、対外交渉と国内の貨幣流通との結びつきを問うた。一

つ目の設問では南宋との交易と宋銭の流入と交換手段としての宋銭の普及、隔地間取引にみ

る為替の利用を問題にかかげ、社会の進展と貨幣の普及を時系列で理解しているか問うた。２

つめは室町期の勘合貿易と明銭の流入、朝鮮からの技術移転による石見銀山の開発などを題

材に銭と銀の併用が、慶長金銀による日本独自の貨幣制度の確立にいたる様相を理解してい

るか問うている。 

 

Ⅲ 

近世の文章を提示し、徳川家康の天下統一にいたる過程について問う問題である。関ヶ原合

戦や将軍としての外交政策や、武家諸法度などの主要な法令の理解を問い、禁中並公家諸法

度については史料読解の力も問うている。また江戸時代初期の建築様式についても理解して

いるか問題を出している。 

 

Ⅳ 

日本の近代化においてもっとも重要な問題の 1 つである憲法制定について、その歴史的過程

を理解できているかを問う問題であり、大日本帝国憲法制定に至る重要事項を理解し、文章

を選択肢なく完成できるかをポイントとしている。 

  



世界史 

 

Ⅰ 

中世ドイツの歴史的変化を問う問題。フランク王国の分裂から神聖ローマ帝国へと変化するド

イツの、領邦の独自性や皇帝選出など基本的事項を記述式で問う。関連してスイスの独立につ

いても尋ね、ドイツ周辺の政治情勢への理解も確認する問題とした。 

 

Ⅱ 

イスラームの三大聖地を問う設問である。メッカ、メディナ、イェルサレムの三都市を、それぞれ

の歴史的意義から考え、イェルサレムに関してはユダヤ教やキリスト教との聖地でもある点に

着目した選択問題とした。 

 

Ⅲ 

中国における新石器文化から初期王朝の成立に関して、文化の特徴や初期王朝の性格につい

て教科書に記載されている基本事項を問う問題。 

 

Ⅳ 

11 世紀後半の宋代の対外問題と国内改革について取り上げた。これらはともに宋の存立にか

かわる大きな問題であり、当時の東アジア情勢を理解するうえでもきわめて重要なテーマであ

る。 

  



政治経済 

 

Ⅰ 

司法権の独立と裁判所の仕組みについて基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

世界恐慌から第二次世界大戦後までの国際経済体制について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

租税原則と国民負担率について基本的な知識を問う。 

 

Ⅳ 

国際社会と国際法の歴史的変遷について基本的な知識を問う。 

 

  



数学 

 

１ 数学 II(図形と方程式)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

２ 数学 II(微分と関数の最大・最小)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

３ 数学 A(場合の数・確率)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

４ 数学 I(図形と計量，正弦定理・余弦定理)の知識と計算力をみる． 

 

 

  



数学(薬・歯) 

 

１ 数学 I(数と式)と数学 II(2 次方程式・複素数とその演算)の知識と計算力をみる． 

 

２ 数学 A(確率とその基本性質)の知識と計算力をみる． 

 

３ 数学 II(指数関数・対数関数)の知識と計算力をみる． 

 

４ 数学 II(高次方程式，微分，接線)の知識と計算力をみる． 

  



生物 

 

Ⅰ 免疫学とその知見を応用したワクチン（予防接種）の基本的な理解を問う。最終的にはワク

チンの原理（二度目に体内に侵入した抗原が一度目の抗原と同じか異なるかで応答のしかた

が異なること）を理解しているかが問われる。 

 

 

Ⅱ 恒常性の代表例である体温調節の仕組みが、内分泌系と自律神経系の両者によって成り

立っていることを理解しているかを問う。正しい語句、文章を書くことができるかを評価する。 

 

 

III 栄養成分の消化・吸収の仕組み、グリコーゲン代謝、ホルモン、酵素の性質とはたらきなど

ヒトの代謝に関する基本的な知識と理解を問う。 

 

 

Ⅳ 遺伝子の仕組みと細胞の分裂周期、細胞分化の遺伝的背景についての基礎的な用語と概

念についての理解を問うことを意図した。 

 

  



生物(薬・歯) 

 

Ⅰ 免疫学とその知見を応用したワクチン（予防接種）の基本的な理解を問う。最終的にはワク

チンの原理（二度目に体内に侵入した抗原が一度目の抗原と同じか異なるかで応答のしかた

が異なること）を理解しているかが問われる。 

 

Ⅱ 恒常性の代表例である体温調節の仕組みが、内分泌系と自律神経系の両者によって成り

立っていることを理解しているかを問う。正しい語句、文章を書くことができるかを評価する。 

 

Ⅲ 植物の重力応答および気孔開閉の仕組みに関する基本的知識を確認するとともに、ホル

モン作用や浸透圧変化など複数の現象を因果関係として統合的に理解できているかを問う。 

空欄補充および記述内容の理解を通して、正確な語句の選択と生理現象の論理的把握を評価

する。 

 

Ⅳ 細胞膜の構造の基礎的理解を問う。実際の実験結果（細胞表面の膜タンパク質を蛍光色素

で標識しごく一部の領域を退色させた後の蛍光の回復）を流動モザイクモデルの考え方を用い

て説明させることで、このモデルの理解度を問う。論理的な説明文が書けるかも問われる。 

 

  



化学 

 

Ⅰ 化学反応式に関する問題である。反応する物質と生成する物質の関係を表す基礎的な能

力を問う。 

 

Ⅱ 中和滴定に関する問題である。小問 1 は酸と塩基の関係についての、小問 2 は滴定指示

薬についての基礎知識を問う。小問 3 は濃度未知の塩基性水溶液のモル濃度についての、

小問 4 は中和の量的関係についての計算能力をみる。 

 

Ⅲ 固体の溶解度と再結晶に関する問題である。小問 1 は溶解度についての計算能力を、小

問 2 は再結晶についての知識を、小問 3 は溶解度と固体析出の関係についての計算能力

をみる。 

 

Ⅳ 酸化還元反応に関する問題である。小問 1 は酸化力の強弱についての知識を、小問 2 は

実験結果に基づき金属のイオン化傾向を判断する能力を問う。小問 3 は酸化剤と還元剤の

関係についての知識と酸化還元反応の量的関係についての計算能力をみる。 

 

  



化学(薬・歯) 

 

Ⅰ 化学反応式に関する問題である。反応する物質と生成する物質の関係を表す基礎的な能

力を問う。 

 

Ⅱ 固体の溶解度と再結晶に関する問題である。小問 1 は溶解度についての計算能力を、小

問 2 は再結晶についての知識を、小問 3 は溶解度と固体析出の関係についての計算能力

をみる。 

 

Ⅲ 酸化還元反応に関する問題である。小問 1 は酸化力の強弱についての知識を、小問 2 は

実験結果に基づき金属のイオン化傾向を判断する能力を問う。小問 3 は酸化剤と還元剤の

関係についての知識と酸化還元反応の量的関係についての計算能力をみる。 

 

Ⅳ 有機化合物の分析に関する問題である。小問 1 は浸透圧と有機化合物のモル質量の関係

についての知識を、小問2は元素分析の結果から分子式を求める能力を問う。小問3は有

機化合物の名称についての基礎知識を問う。 

 

  



物理 

 

Ⅰ力学から、摩擦に関する出題である。 

運動量保存則、摩擦係数、運動方程式、運動エネルギーなどの理解を問う。 

 

Ⅱ波動から、音波に関する出題である。 

波の伝わる速さと周波数と波長の関係、ドップラー効果などの理解を問う。 

 

Ⅲ電磁気学から、静電場に関する出題である。 

点電荷による電場、電位などの理解を問う。 

 


